







































































































日付 '仔i1r 午後 夕食など
町30 米子生地位 歓齢(l雌掛明教員と)
7/1 日;輔授業①蜘性) 日本文化{何お臨笠D 異文化交流会悌治司1・邦正問回学生
大学見学 ((削除生、茶道剖1.邦長自由 を中，t:.-lこ}
7厄 日本文化体総臨蛮~ (遊先鉛 附lWJザ枝且学 教育懇談会。世域教育学科教口・竿主主
を中，c..こ)
7品 糊山散策 日側却関節晶撞(-盛先生j 安疏保林公閣での自然体験とノ〈ーベ
地獄詳割授業見学(ケイツ先進) 「在日朝抽下入学校についてJ キュー
7/4 後片付け 自由日朝間 diJI雪見学(わらベ強砂丘紛 鳥取夜T!iにて当性矧桧
7品 市外見物吉田1)(対旺 コーリアンタウノ) コリアンタウンで'U):世可Jl





















午後からは、日本文化体験という ことで、茶道 ・3道 ・邦
楽の3つを先生ヰ樹首舌動をしている学生の方を中心に、目;本
の文化とb、つでもほんの一部ではありま寸功えこの僻験を通
して日本文化の味わい深さを、斡国の竿主主ωliじてもらえた
と，思います。 最初は、{担 11先生に~"道を教えていただきまし
た。大きな半紙に、大きf必Eを使って大きく一文字を苔くと
いう哀快で、それぞれP)!思いをこめた個性あふれる作品が出
井Uこがりました.次に、糸道剖1の寺U主lこ協力していただき、
茶道を体験しました。隣国と凶畠った日本の作法を学び、実
際にお茶をたて、お梨干と-t~にいた企きました. !.岨の学
生は、なれない正座が少し籾屈そうでしたが、熱心に取り組
んでいました。最後に郊濃部の学生に協力していただき、実
際の演奏を耳脅かせていただき、楽総体験をしました。韓国の
学生はだれもが熱仁、lこ取り組み、 Jild世には f綴Jを韓国の学
生全員てす寅姦しました。
?
初日から盛りだくさんな内容でしたが、この同教を通して、
斡園町学生が日本文化に骨mるだけでなく、多くの人々との
交流も持つことができました私自身にとっても、貴重な体
験のできた一日となりました。自分の国の文化とし、うものは、
知っているつもりでも実際には分かっていなかったり、もっ
と奥の深いものであると感じました。今回の体験から、自分
の国の文化を理解することの大切さを学ひました。(地9或文化
特ヰ・2年生・女子)
7月2日(日本文化体験②・附属小学校見学など)
朝から活発にifVJいた1日でした。
朝食をすませ、犬芋の武道場を訪れ、若副学長の指導のも
と歯l躍と伝統芸能の輔百りをしました。剣随は基刺守な指導
を受け、若先生を相手に面打ちの紙習も行し、自分たちもめっ
たに偶数できないことが出来ました。春川の学生も興味津津
で練習に参加していました。
傘踊りは僕たち鳥取の学生も経験者がおらず、先生を見な
がらの練習になりました。武道場が踊りの凱気でとても暑く
汗をかきながらの紋習でしたが、最後の腕りでは鳥取の学生
も在)1の学生も上手く踊ることが出来ました。文化体験とし
ては面白い体験が出来ました。
午後は小午校見学を行u、ました。春.)1の学生は日本の小学
校にたくさん驚いたようでした。特にプールの行在には驚い
ていました。施設面以外にも授業に教科むを使わないことに
も疑問があったようです。
見学を終えた後の、小学校の先生との話し合いの場ではた
くさんの質問があり面白し耀験が出来ました。そして、制冨
の教南端にもfJ'I!昧を持ちました。春:.)1の学生の教育に対す
る姿勢にはとても感L、しました。
夕食l:tf~\儲'4理を食べましたが、僕にとっても初めての経
験で僕たち日本の学生も慣れない料理に春.)1の学生も戸惑い
ながらも食べていました。驚きの経験でしたが、インパタト
のある料理たったと，臣、います。
1日を通して本当に:Ct.重な経験ができ、プログラムの目的
にも沿った充実した日になったと患います。制蛾教育'i'-'fヰ
2年 ・男子)
7月3日(授業見浮・日韓関係論講義・自然体験など)
ノ《ー トナーをはじめ、制ヨの学生たちと仲良くなり、毎日
楽しく交流していると、あっという問に4日が経ちました。
朝の朝食は学校の食堂で各自バイキングを楽しみました。9
時からの湖山散策では、各自自由行動をして近くの只ーパー
に買し物に出制ナたり、大学内を歩いたり、思い思いの時間
を楽しみました。
授業見学では、地掲t文化のケイツ先生の授業を見学しまし
た。一般の学生と一緒になって授業を受けるのは初めての体
験だったので、韓国の学生は緊張していましたが文化の泣い
に限付る授業だったのでとても興味傑〈参加していました。
昼食は学校の教室でお弁当を食べました唱コリアンタウン
に限jするレクチャー では、一盛先生が在日i)1，個人に関する授
業を行って下さいました。今まで知らなかっ出産史的な背景
を知り科冒と日本の関係について、関心を持ちましTこ勺
キャンプの準備では、前週の学生に鳥取の海の幸を楽しん
でもらおうと市場忙行き食材を買いました釘露の海岸にもよ
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り、春川にはない海を見ることができ、韓国の学生は楽しん
でいましTこや安厳のキャンプでは、鳥取の自然を十づjfJ.;Iiじ
ることができ、自然の中で普段とは違った雰囲気で掠り上っ
てパ)咋ューを行いましむ恕愛の話ヰキ校の話など、み
んなそれぞれ純国の学生と会話を楽しんでいましたc 思い出
深いいい1日となりました。(封留孤嘘字桝・4年 ・男子)
7月4日 (市内見学)
この日は、市内見学と言うことで、パスに来って、鳥取市
内にある「わらべ館」と〔鳥取砂丘」に行きました。
「わらべ館」では、日本の昔の竿校の様子などが紹介され
ているブースをみんなで見浮した後、 2人 1組に分かれて、
体験コー十ーや日本のアニメやおもちゃを見てまわりました。
韓国の学生さんは、教育大学の学生さんということで、日本
の教育司コ学校について興味があるようでしたが、手幼ミ 番印
象に残っていることは、日本のアニメの多くを知っていたと
いうことでした。
残念なことに、わらべ館をまわっている途中から雨が降って
しまい、止むまでの問に、パスの追認手さんが気を使ってく
ださり、補Ili海岸を見に行きました。私も、今まできちんと
見たことがなく「きれい込Jと思し、ましたが、糊蛮の学生さ
んは、春)1 1{こは海がなし、から、海lニ~ffきたいと言っていたの
で、喜んでもらえたのではなし、かと思b、ます。
雨カりPし止んだ隙に、「鳥取砂丘Jにも行きました.雨で地
面がぬれていて、いつもあるような、きれいな風紋を見せる
ことができず妓念でしたが、みんな初めて見る砂丘を楽しん
でくれたようで、馬の背をみんなで登り、記念杭協をしまし
た。
この日は、土H在日た、ったので、市内見学を終え、駅に帰っ
てきてから、土日記夜市に行きました。あまり大きな規校のお
祭りではなかったけれど、みんなそれぞれ楽しんでくれたよ
うです固韓国の屋台では、あまり見かけない食べ物も多かっ
たようで、買って食べている人もいました。悦朗弘文化学科・
3年・女子)
7月5日(市外見洋)
朝早く lこパスに乗って、大阪へ出発!~朝食は、事前に貝つ
も
ておいたパンやジュースをパスの中て食べました。パスに来
って、 3時間ぐらいで大1坂城に到;(;しました。大1阪城は、豊
臣秀吉が作った械であり、韓国を侵略しようと攻め入った人
物です。日本で紛コる歴史と韓国て教わる歴史は違うため、
秀吉に対する認識が違うと感じました。大阪城には、秀吉に
関する歴史平出国時代の服装が展干してありました。天守閣
からの)ff色は最高でした。昼食は、みんなで食べられる場所
がなかったため、事国の人とベアになって各自で食べましむ
大阪の名物の串カツのお底がたくさんあり、どれもおいしか
ったです。その後、パスて遁頓堀 ・心斎橋あたりに移動し、
ベアで各自行動しましfこ。私にとって初めての大阪で、どこ
に何があるカ唖扮ミりませんでした。もっと色々行きたかった
けれど、時間が恨られているため行けなかったのが残念です。
大阪は、鳥取と違い人も庖もたくさんあり、みんな楽しんだ
みたいでした。夕食は鶴橋に行き、みんなで集まって、焼き
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肉を食べました。安くておいしかったので、大1肯足でしたq
帰りに、市剥宣の先生がアイスを買ってくれました。みんな、
おいしく頂きました軒掴では、割り勘という感覚がなく、
年上の人が払うのが当然了ごそうです。帰りのパスの中は、静
かでした。みんな疲れていたみたいで、ぐっすり寝てし、まし
た。側域文化学ヰヰ .3年女子)
7月6日 (日本語授業③・調理実習 ・プログラム報告会など)
7日目は、まずl限に、このプログラムで2回目の日将苦
授業がありました。2限に行う調理実習に備えて、料理に関
する日本主苦を学びました。
2限は調理実習を行い、肉じゃがと旅田汁を作りました.3つ
のグループlこ分かれて調理をf干し、ましたが、どのグループも
美味しくできました。話を聞いてみると韓国にも肉じゃがと
よく似た料理があるようですが、日本のものほど甘し坦材寸け
ではなく、唐辛子を入れて辛くするそうです。
3、4限には今回のプログラムのまとめとして、報告会を行
いました。発表者は4駐在冨の学生たちで、日本で過ごした7日
聞を振り返って感じた、日本と韓国の文化の泣し、についての
発表を行し、ました。私たち日本の学生は、プログラムを通し
て撮っておいた写真を用いて、発表のサポートをしました.3 
限は主に今回のプログラムの思い出などを話しながら発表の
準備を行いましむ日本と射掴の文化の違し、lこっし、て、日本
と韓国では先生と学生の関係に違いがあるのではなし、か、日
本の先生と学生は蹄i勧ミ近く、とても仲が良さそうだと韓国
の学生が言っていたのをf跡、て、私自身暫段計量したことが
ないことだったので、 f官きました。
4限の時間に行った報告会には、このプログラムに関わっ
ていたたいた先生方や、地域教育学科の学生など多くの方に
足を運んでいただきました。この報告会によって、日:本と韓
国の文化の違いだけでなく、それぞれ刀学生がプログラムを
通して感じたことや、考えたことを、少しでも多くの人に知
ってもらえることができたのではないかと，思いま1九皆の燥
しそうな樹首の写uが映し出されるのを見て、今回のプログ
ラムが充実したものであったと感じることができました。
夜に出溺1)会がありました。私たち日本の学生は 「ふるさと」
を、韓国の学生は r7リラン」を歌ったり、鳥取大学で過ご
した7日聞の思い出や、 f野和わ夢などを話して、見倣もを惜し
みながらも鳥取大学で過ごす最後の夜を楽しみました。側3域
文化科iヰ・3年 .:/;1;子)
4 学生の感想
前項においても、学生たちが積極的日こプログラムに取り組
んでいる様子や、 交流を通じて、 r~重な異文化体験をしてい
るだけでなく、普段の授業では得ることのできない学びを行
ってU活様子が見て取れるのではないだろう力、学生自身の、
プログラム全体を通じた感想を幾っか取り上げ、そのことを
日露呈しておきたしL
L感想1)
今回の春川教育大学校との短期交換留学はたくさんの事を
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考えるきっかけになりました。教育者を目指す春)1 1の学生は
とてもヂ~心で教育に対する姿勢は見習うべきことも多かった
でれしかし、韓国の教育に関することについては多くの疑
問をもちました。国を隔てることでこれほど教育の現場とい
うのが異なっているのが不思拾でした。
国が違えば言語はもちろんて寸が、文化ヰ習慣が大きく違
っていてとても興味を持ちましTこやそして他の文化ヰ習慣に
触れてみたいとも思いまし丈こ。たくさんの文化がある世界を
より知りたい、そしてたくさんのことを感じたいと思います。
今回の交換留学側室で大学生の聞にもっとたくさんの事をし
て、いろいろなことを感じ学んでいきたいと思いました。そ
う感じさせてくれたこのプログラムと春jlの学生、先生方に
J鵡4しています。このプログラムに参加させてし、ただきあり
がとうございました。本当に貴重な体験でした。(地域教育学
科 ・2年 ・男子)
(感想2)
一年前、韓国に行った時には、一年後自分が歓迎する側に
なるということはあまり考えていませんでした。今回、総国
¢学生さんを受け入れる準備をしてみて、人を歓迎すること
の大変さを実感しましたでも、その分充実感がありましむ
そして、大変だった分、車鮭lに行った時よりも、日本人学生
の結豹¥;強まったように思います。
韓国の学生さんとは、 1年ぶりの再会で、最初はtし緊張
しましたが、会って 10分もすると、まるで昨日も会っていた
力的ように、楽しく過ごせました。みんなと過ご明帝占は本
当に楽しく、心が通じていれば言葉は必要なし、とし、うことが
よく分かりましTこ。
最後になりますが、今回、この側主に力を貸してくださっ
たすへての方に感謝をしたし、と思います。この可!ilfをきっか
けとして、韓国そして異文化交流にさらに員映が湧きました
これからも、今回知り合った友達と交流を続けていきたいと
思います。仰向奴化竿キヰ・3年 ・女子)
おわりにー今後の課題などー
今回は、これまでとは異なる時期に行われたこと、国際交
流に不慨れなメンバー(教員)が中心的な役割をはじめて担
ったことなど、困難も予想されたが、何とか無事にプログラ
ムを終えることができた。韓国側の引率教員であった李周漢
先生が、極めて協力的であったことにも助けられ、日本組の
学生だけでなく、韓国側の学生も、プログラムの内容に非常
に満足した様子であった。今後も、今回の方式を踏襲しつつ、
より充実したプログラムとなるよう工夫を重ねていければと
考えている。
炉論、プログラム運営において、何ら問題がなかったとい
う訳ではない。最後に、当事者の立場から、今後の問恩をい
くつか指摘しておきたい。
第 1に、絶対的な7 ンパワーの不足である。国際交流話訪日
手があるものであり、ちょっとした手違いやミスが大きな問
題に発展する可制主を苧んでいる。引率や交通手段の手配な
ど、周到1こ準備をしているつもりでも、当日、ちょっとした
ハプニングによって、予定治司王わないとも限らなし冶そんな
場合に備え、教員ヰ械員が常にプログラムσコ逼営約兄を確認
する必要があるが、今年度のように授業期間中にプログラム
が行われる場合、関係教員も普段の授業を抱えており、運蛍
に専念オることカt非常に難しかった。(個刈力なことを言わせ
てもらえれば、私自身、プログラム期間中はかなりの幽眠不
足状態となり、ゼミ生などには、かなり，c..'dl己をかけてしまっ
た。)できれば、学部内にしっかりした WGを形成し、長期
に渡る計画によって事業を進めるような{特例づくりが望まれ
るが、今のところ関係教員の頑張りで、どうにカ狸蛍を行っ
ているというのが実情である。
第2に、事業を進める上で必要な予算につしての問題であ
る。予算については、本来、事業創性格上、恒常的な予算で
運営されることが望まし川基本的に春，)1 仰lの学生およひ教
員の冊目主設やプログラム中の旅費 ・教材費などは、こちらが
負担するととになっており(春川側への訪問の際は当然その
jip)かなりの鈎の経費が必要となる。しかし現j阜県では1年
ごとに学長裁量経費を申請し、それによってプログラムに必
要な経費をまかなっている。今年度の場合、さらに足りない
部分については、学部長樹苦から補助を受けることができた。
しかしながら、当掛ずfTうことが決まっている司号車について、 1
年こ。とに経費を申請するというのは、やはり不合理である。
計画性をもってプログラムを運営してして上でも、今後は、
恒常的かつゆとりのある予算の計上が望まれる。
第3に、宿泊についても若干触れておきたい。今回は、パ
ドーヒ:7(1鳥取大学学生純設)、安蔵森林仏酒、湖山クラブと
いう三つの施設を利用しむノくードヒ?に関しては費用が極
めて針岡であり(寝具レンタノレ料NH土無料)、木2字学生と春
川学生が生活を共にすることで、相互交流も深まるという点
から極めて有用な施設であるが、若干施設が古くセキュリテ
ィの面でも不安が残ったq 一方、湖山邦ラプにつし、ては、本
剰融員用の施設であることから、費用ヰ司rlJ用規則の面で手I1用
が嗣限される部分があり、学生同士の交流なども寸づ〉に行え
ないという問題がある。安政森林公園は、鳥取大学から比較
的近く、鳥取の自然を同教する上でも貴重なE聞と言えるが、
費用的には 1泊が限界である。春)1 If別への訪問¢劇こは夏期
件d匝中¢学生寮を利用しており費用やせキュリティのよ昔日は
ない。ホームステイの利用なども含め、宿泊については、今
後も検討をしてして必要があるだろう。
とはし、え、本プログラムに晶官つったことは、参加した学生
のみならず、教員にとってもi!i重な体験であっt:.今後もプ
ログラムが益々充実し、学部全体の活性化にも寄与すること
を期待したv¥， (了)
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